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表紙・はじめに

別紙追加資料

P２

P９

P１０

P１２～

P１２～
P３０～

P１５ この表現は市民憲章の基本理念であり、このままの表現で活用したい。

・これまでの計画レベルなど現在の施策・計画体
系が見えない

・計画の資料編へ、追加資料のような、法令・計画等一覧を作成する

素案（平成２２年９月７日審議）に対する意見及び修正事項等について

・エネルギー循環型と言うと、エネルギーは無く
なるので、物理学者が聞くと変な表現になるので
は

・事業所間でのエネルギーの共同利用や、地域内での余剰エネルギーの高度
有効活用なども含んでおり、国等においても使われている表現であり、この
ままの表現で記載したい

修正意見等 修正事項等

・２期目の計画であることがわかるように
・基本計画の歴史性・改定の姿勢などをわかり易
く最初に追加しては

・正式名称を「倉敷市第二次環境基本計画」に
・「はじめに」を追加し、簡単な経緯を記入
・また、策定の経緯等については、資料編へ詳しく記載予定

・「計画策定の意義と背景」では、策定の目的がない ・「目的と意義」を持たせるため、「意義と背景」を「趣旨と背景」へ変更

・基本目標１の「環境と社会経済が・・」の部分
については、「環境」と「社会」と「経済」の３
つが一体となって問題を解決していくと言う意味
では

・基本目標１の文中「環境と地域の社会経済・・」を「環境と地域の社会・経
済・・」に修正
・分野別目標４「環境と共生する社会経済づくりをつうじて地域の活性化を目指し
ます」を、国や県計画及び総合計画の方針を踏まえ「環境と経済の好循環の創出に
より、地域の活性化を目指します」に修正

・現状と課題、施策の方向性ともに、文章のボ
リューム等に違いがある。統一したほうが良い。

全体を通して、構成及びボリュームの統一を行った。

・「現状と課題」について、表題として分野別目
標があるのは、判りにくい
・「現状と課題」について、これまでの取組内容
を盛り込む
・わかり易く、グラフ等の活用を

・「現状と課題」について、分野別目標のタイトルは削除して、計画の対象
範囲ごとの大項目に、小項目ごとのタイトルをつけて、それぞれに、現状と
課題を記載した。
・記載方法として、現状・取組それを踏まえた課題となるように配慮した。
・データ化した方がわかり易いものについては、グラフを挿入した。

・緑の保全の現状と課題に「自然を生かし、緑と
花のあるきれいな環境をつくります」との表現が
あるが、「水」と「緑」と「花」はバランスが取
れていて快適な環境であり、綺麗じゃなくてもい
いと思うが
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資料編等

施策の基本方針へ記載
・景観の部分に「瀬戸内海と高梁川の恵み」に関
する記述が必要では

・「地球環境保全で・・・世界に貢献するまち」
の部分で、水島コンビナートの公害対策の部分を
記載したらどうか
・世界に貢献する施策がない

・総合計画との整合性の観点から基本目標を「地球温暖化対策の取組によ
り、低炭素社会が形成されたまち」に変更
・公害対策の部分については、大気環境の保全に記載

・合併浄化槽の推進など、施設整備率などの指標
を入れてはどうか

・指標に「汚水処理施設整備率」を追加

・まちづくりの視点がでてこない

・都市マスタープランにおいて、「活用可能な資源を保全し、次世代に過大
な環境負荷を残さないようにしながら、今の生活を発展させていく持続可能
ななちづくりを目指す。」とされ施策が出ている。
・このように、持続可能な社会の実現を目指し、まちづくりの部分は「都市
マスタープラン」がになっており、特に環境基本計画では、環境保全と経済
発展の部分について記載していますので、ご理解いただきたい。

・産業廃棄物の記載がないが
・産業廃棄物に関しては廃棄物の適正処理の項目で、厳正対処や不法投棄対
策などを記載しています。

・新エネルギーの無駄遣いをしない、節約してい
く。使うときなどの注意事項も欲しい。

・第五章の主体別配慮指針において、新エネルギーだけではないが、それぞ
れの項目での行動指針を、市民委員会で設定した。

・「アンケート結果」の記載方法等が統一されて
いない。
・アンケートの調査概要などわかり易く乗せて欲
しい

・「市民アンケート調査」で統一
・詳しい調査概要は資料編に記載予定














































































































































































































































































































































